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国際会長    「命の川を信じよう」                  会 長  亀野 貞           

アジア地域会長 「変化をもたらそう」                 副会長  千賀直道 

西日本区理事 Let`s do it now! 2022に向けて誇りをもって All is well  書 記  薦田正男                    

中部部長        [知らせよう！ワイズの奉仕活動を]          会 計  佐脇弘康 

クラブ会長  「ワイズで学び ワイズで奉仕」             直前会長 亀野 貞  

今月の聖句 

 「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それはただ一粒のままである。ｓかし、もし死んだなら、 

  豊かに実を結ぶようになる」           ヨハネによる福音書 12章 24節 

     

  三重県が蔓延法適用期間中のため 6月 20日 

  以降の日曜日に決定しました 

  日時  6月 27日（日）11時 30分     

  会場  グリーンホテル２F みやび 

  開会あいさつ       亀野会長 

  解散に至る経過報告    亀野会長 

  会計報告及び財産処理について 

  例会終了 

  懇親会 同会場 

  第１例会 第２例会 メークアップ  出席率 ファンド 
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津ワイズメンズクラブの解散にあたって、思い出を

記します。 

① ワイズとの出会い：名古屋ＹＭＣＡ（東新町）で

行われたワイズ入会促進集会？への参加 

60 歳を過ぎて退職し、両親も見送った。時間があ

りそうなので「そば」を食べに開田高原へ行った。15

歳の時に開田村西野の旅館で食べたそばはおいしか

った。ほっぺたに当たる感触がそばの命だ。YMCA 少

年部の時に連れて行ってもらったのだが、さて、今、

YMCA はどうなっているのか。パソコンで捜し、集会

に出てもよいかを電話で尋ねた時にたまたま応対し

て頂いた下村さんが優しかった。あの優しさがワイ

ズの最初でベストの思い出だと思う。 

（最初の出会いですね） 

② ノルディックウオークの練習風景が三重テレビ

の取材を受け、放映される。 

自分がテレビに映ったのは生涯で 2 度目。歩いて

いるところがほんの少しだった。自分を確認できる

のは自分だけ程度の映像だったが、生涯で 2 度目の

テレビに映った自分だった。 

③ 津クラブのイベントに体力的な負担を感じる。 

ジャガイモファンドで運搬配達での体力的な負荷

が自分の実力の限界に達していることを実感した。

思い返してみると重い物を手で運ぶ機会が無い生活

が続いており、筋力減少傾向が甚だしい。 

スペシャルオリンピックスの講話は、自分は初め

て聞いた話だったが、その後、スペシャルオリンピッ

クスの事を耳にする事が何回かあり、ワイズらしい

講話としては秀逸であった。 

 

 残念な思い出として、ワイズ入会前に各クラブの

ブリテンを読んで楽しみにしていた釣の会が海上保

安庁の臨検を受けて終了したこと、児童養護施設の

子供たちをヨット体験させるプログラムが継続でき

なくなったこと、講話等の勉強会的なプログラムの

開催が難しくなったこと等が思い浮かびます。 

 

（亀野会長にはまだ素敵な出会いがあります） 

大阪土佐堀クラブの奥田ワイズがブリテンに綿花を

咲かせた写真を紹介しておられました。亀野君は種

子から苗を育てるのが得意で三重ＹMCA のバザーに 

綿花の苗木を提供されました（4 本買って帰りポット

に植えたところ花が咲き白い綿の実までつけ育ちま

した写真に記録しとの死んでいました） 

2017 年度の中部部会に奥田ワイズが参加されていま

して二人が出会うことができました。綿花から話に

花が咲き部会の中でも印象に残っています） 

   津クラブ解散の時を迎えた会長 亀野貞 

 （カッコ内は薦田の追記です） 

 

Ý から Y’ｓは生涯をかけて素晴らしい出会いを作っ

てくれました 感謝！ 感謝！ 感謝！ 

                  薦田正男 

 私が YMCAと出会ったのは高校生時代です聖書を学

ぶ会というごく少人数の集会を始業前に毎日続けて

いましたそんな時 

名古屋ＹMCA から働きがありハイ Y を創設しようと

誘いがあり当時名古屋ＹMCA から東根主事が学校ま

でよく来てくださいました（学校関係の顧問は相沢

先生でした）私は東根主事のリーダーシップに惹か

れ名古屋 YMCAの本館にも所属し少年部の前身にあた

る集会に参加しました。森井さんや鈴木浩之さんは 

先輩です指導してくださった主事さんは吉村主事や、

木本主事でした。ハイ Y の時初めてキャンプに参加

しました。近江八幡の鯖江キャンプです大きな木造

の和船に乗って移動したのを覚えていますその先の

ことは記憶にないのです。乗船してからは西川主事

のリーダーシップに圧倒されてキャンプの楽しさが 

強烈に残っています。私がＹＭＣＡのキャンプ等の 

プログラムに惹かれたのは中学生時代に遡ります。 

昭和 19年暮れに学童疎開があり山口県へ縁故疎開し

ました。戦後新教育制度が導入され新制中学となり

ました田舎の中学で伝統もなにもありません。 

課外授業で指導してくださった先生が歌やゲームを 

指導してくださったのですが今思えばその先生は復

員（終戦で帰国された）されたかたでボーイスカウト

の隊員の経験があったのではなっかったと思われま

す。私の子供が小学 3 年生の時カブスカウトに参加

させました。私はデンダッドとして指導者の手伝い

をしていましたら中学生の時に教えていただいたも

のが沢山あるのに驚きました。歌やゲームと出会っ

たことが私の人生を変えたといっても過言ではあり

ません。これからも新しい出会いを求めて一日一日

を過ごしたいと思います。ありがとう！！！！！！ 


